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 ● 「男は堂/lと あ るべ き。会社

の生命 は永遠 です。そ の永遠 のた

めに私 たちは奉 仕すべ きです。私

たちの勤務はわずか二十年 か三十

年 で も，会社の生命 は永遠 です。

それを守 るために男 として覚 々と

あるべ きです。 今回の疑 惑，会社

の イメージ ダウン，本当に申 し訳

な く 思います。1任 と ります。」

と書 き遺 して，一 人の人間が死 ん

だ。そ して，その死 に ざまがひ と

しき り取 り沙汰 さ れ た。死 ん だ

人間の “愛人”な る女があ らわれ

て 「かれは殺 されたのだ」 と訴え

た(某 週刊誌の記事)と い うの も，

そんな取 り沙汰の うちのひ とつで

あ った。その女の言(正 確には，

週刊誌の記事 とい うべ きか もしれ

ないが)に よれば，「風呂に入 ると

きで も兼てい るものを きちん と畳

んで入 るようなひ とで した。それ

がい くら混乱状態にあ った とはい

え， ズボン下姿の まま死ぬなんて

とて も考え られない……」 とい う

のであ る。

 ●その記事を読んで 「た まらな

いな」 とわた しは思 った。 “愛人”

な る女 も黙 って線香で もあげてい

れぽいい じゃないか と思 った。 週

刊誌なぞに “二人のあいだの こも

ごも”まで喋べ る必要が どこにあ

るのか と腹立 しい気持 も覚えた。

そんな気持を，あ る日あ る晩，繩

のれんで居合せた佐野教授に もら

した。杯の酒を ぐび りと飲みなが

ら五十男の佐野教授はお っしゃっ

た。 「女 もいただけない，週刊誌

もエ ゲツない，俺 もそ う思 うよ，

そ りゃあ。 しか しねz.， 週刊誌 買

ってそ うい う記事を丹念に読んで

そんな こと言 って るお前 も少 しオ

ヵシイん じゃないかねx。 」 つ ぎ

の日，“日本人 のキ ャ リア・一・デベ

ロップ メン ト”をテ ーマに勉強 し

てい るところの，わた しのゼ ミナ

ールの学生たち と議論 した。二十

代のかれ らは のた まわ った。 「セ

ンセ の気持 も ワカ リます よ オ。で

もア レじゃない，そ の “愛人” と

かい う女，週刊誌に そんなことま

で喋 ベ ッちゃ うほどフカー ク愛 し

てた って こと じゃな イ，死んだ ×

×さんを さあ。それに週刊誌だ っ

て記事に します よ，そ りゃあ，商

売だ もん。世 の中ってそ うい うも

ん じゃないですか， センセ!」

 ● 「男は hと あるべ き」 「会

社は永遠」「男は責任を とるべ き」

一 なんとも胸に重 い文句ではあ

るまいか。“アナ クロニズム”と切

って捨 て られ るほどあなたは “近

代人”か? わた したち 日本人の

「働 く」 とい うことには，そ して働

きなが ら自己 の人生を 「生 きる」

とい うことには，欧米流経営学や

組織論や心理学 の言葉 では覆 いつ

くせ ない重要 なものが山 ほどつ ま

っているよ うな気が して仕方が な

い。 それ は，わ たしたちが， 自 ら

の 「働 くこ と」 や 「働 きつつ生 き

る こと」に絡 ませ ている “美意識 ”

とでも呼 ぶよ うなモ ノだ。 それ を

掬 いあげて理論 化 してい く“責 任”

がわた したちにはあるだろ う。 本

号には，そ うい う思 い とい らだち

が若が きさせ た，三十 代男の手に

なる論文 を二 つ再 録 して あ る。

「ひ とつの覚えが き」 と副題 を添

えたあた りに，三十 男の純情(?)

と居 直 り(?)と が気持悪 く同居 し

てい る一 一しば らくは読者の こ寛

大 さに “卦え” させていただ くこ

とを決め よ う。   (南隆男)
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